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＜連絡事項＞

・病院診療課臨床心理より～6月22日（金）に慶長　節子様(9:30)、斉藤　数子様(10:30)　　　　 　　　　　　　　　　　

心理検査を実施したいと思います。尚、合併症室に入院中の患者様である為、本人様の状態により、検査を延期する可能性があります。その際は再度連絡させて頂きます。
＜患者様連絡事項＞

· 駒木　学様～東病棟Ａユニット10号室から15号室へ部屋移動しています。

· 佐々木　康子様～不安、恐怖感が徐々に和らぎ、日課も落ち着き取り組まれています。

主治医指示にて東病棟Ａユニット13号室から東病棟Ｂユニット３号室へ移動しています
· 寺地　利代子様～気分の不安定さは時折あるが、日課への支障は見られず。外出も問　　

題無く行なえており、帰院後も落ち着き過ごされています。療養環境調整目的にて西病棟Ｂユニットへ転出となっています。

・　松浦　佐恵子様～血糖処置は継続し行われていますが、血糖随伴症状見られない為、午後、主治医との問診後、南病棟Ｄユニットへ転出となります

· 長谷川　陽一様～6/20父様より祖父が亡くなった為、葬儀に参列して欲しいとの
　　　　　　　　　電話あり。スタッフ妹様(保護者)へ確認しますが、「葬儀に参列してほしくない」との事。

　　　　　　　　　6/21父様来院され、葬儀に参列させる為、外出させたいと話される。

　　　　　　　　　スタッフより昨日妹様より参列しないでほしいとの意向がある事説明しますが、「自分が父親だから、自分が保護者だ。自分の目の前で電話を掛けろ」と納得せず。主治医より、説明して頂きますが、納得せず。再度、父様の近くで妹様へ電話し、外出となっています。

　　　保護者選任手続きについて

Ⅰ保護者選任になれる方

１:後見人・保佐人が選任されている

２:未成年の親権者

３:配偶者

４:３親等以内の親族で家庭裁判所で選任された方

５:市町村長

Ⅱ保護者になれない方

１:行方不明者

２:本人と訴訟をした者並びにその配偶者・直系血族

３:家庭裁判所で免ぜられた法定代理人・保佐人又は補助人

４:破産者

５:成年被後見人・被保佐人

６:未成年者

Ⅲ保護者の役割

１:精神障害者に治療を受けさせること

２:精神障害者の財産上の利益を保護すること

３:精神障害者の診断が正しく行なわれるよう医師に協力すること

４:精神障害者に医療を受けさせるに当たって医師の指示に従うこと

５:措置解除又は仮退院等により退院する者を引き取り、また仮退院した者の保護に

　当たって病院管理者の指示に従うこと
＜田名部Drケースカンファ＞

鎌田　真子様～行動、発言(訴え)、には十分注意し観察して下さい。現在の段階では

　　　　　　　休養をとる事が優先されますので、休息を促しつつ不安の軽減に努めましょう。

佐藤　駿様～本日、イライラにてドアを蹴る事があります。また、個室から大部屋への移

動を強く拒否しています。理由については、話されず。本人様の意思を尊重
　　　　　　し移動を見合わせています。

御家族の方より、ほぼ毎日の面会は、本人にとって良くないのではとの

　　　　　　心配の声が聞かれていますが、主治医より、治療に支障は出ていない為

　　　　　　特に制限はしないとの事。
北山　幸博様～眼光の鋭さは時折ありますが、以前ほどの多弁さ、攻撃性は無くなっています。夜間の睡眠の不安定さある為、引き続き臨時薬を継続処方する方針。

中里　裕次郎様～ナンブクリニックへ、持参薬を減らせれるか、確認します。減薬可能であれば、南山苑の入所を検討していきます。

佐々木　尚子様～他患者様との交流はあるが、不審な行動は見られていません。もし何かあった時は、レポートに書いて頂いています。まずは、体重を35kgに増量する事を目標とします。

清水　由美子様～現在も乳汁の分泌や、不正出血が続いている為、薬は、副作用の少ない薬物で調整中。時折、自分の要求が通らないと、ペットボトルを投げたり、ドアを蹴る等の粗暴行為がみられていますが、自己の感情のコントロールや意思の伝達が上手く出来ない為に行なっているものと思われます。ゆっくりと、訴えに傾聴していきましょう。













